
国家Ⅲ種 平成 11年 解説 

［No. １］ 正答 １ 

Ａ 松平定信がおこなった寛政の改革の記述である。本文に書かれているのは七分金積立と囲米

の制の説明である。Ｂ 水野忠邦がおこなった天保の改革の記述である。本文で書かれているのは

人返しの法と株仲間の解散の説明である。株仲間は徳川吉宗の享保の改革の時は米価調節の為、公

認され、田沼意次の時は運上金・冥加金の増収の為いっそう拡大され、水野忠邦の天保の改革の時

は物価高騰の原因とされ解散させられた。Ｃ 徳川吉宗がおこなった享保の改革の記述である。本

文に書かれているのは上米の制と年貢の徴収法である定免法の説明である。定免法が実施されるま

では検見法が採用されており、検見法はその年の作柄状況を調べて税率を決める方法である。【確認

してみよう】三大改革の内容 

 

［No. ２］ 正答 ４ 

自由民権運動とは、国会開設・憲法制定などの民主主義的政策を要求する明治時代の政治運動を

さす。Ａ これらの事件は士族の反乱とよばれ、新政府の政策（秩禄処分、徴兵令など）に失望し

た士族は各地で反政府運動を起こした。その最大のものが西南戦争である。西南戦争をさかいに武

力による士族の反乱はおさまり、自由民権運動が盛んになる。よって、誤り。ちなみに新政府の実

権は薩摩・長州などの下級武士出身者によって握られていたので藩閥政治といわれた。Ｂ 正しい。

Ｃ 正しい。Ｄ この事件は日清戦争後の労働運動の展開のなかで、社会主義の立場から資本家階

級に対抗し、労働者の生活を擁護する運動であり自由民権運動の後である。よって、誤り。Ｅ 大

正時代におこった、第一次護憲運動で自由民権運動とは関係ない。（第一次護憲運動…1912 年の桂

内閣成立に対し尾崎行雄、犬養毅らによる倒閣運動。第二次護憲運動…護憲三派が中心となり清浦

超然内閣打倒、普通選挙断行などを目標とする倒閣運動である。）よって、誤り。 

 

［No. ３］ 正答 ３ 

     １ 漢の武帝の時代には、東西貿易が発達し漢の全盛期となったが大運河の建設・高句麗遠征は

行っていない。大運河の建設や高句麗遠征の失敗から反乱を招き滅びたのは隋である。また、王莽

は前漢を滅ぼし、新を建国したが節度使ではない。節度使は唐の時代から設置され漢の時代にはな

かった。よって、誤り。２ 北虜南倭は明の時代であり、唐ではない。玄宗は唐の６代目の王で、

節度使の設置や募兵制採用などの開元の治を行った。よって、誤り。３ 正しい。４ 元は一時科

挙制度を中断し、のちに再び行ったが充実はさせていない。また、モンゴル人・色目人が主要官職

を独占し、漢人・南人は上級官職につけなかった。よって、誤り。５ 女真族は元でなく明を滅ぼ

し、清を建国し辯髪を強制した。明は辯髪を強制していない。また清は明の遺臣の鄭成功を台湾で

滅ぼした。よって、誤り。 

 

［No. ４］ 正答 ５ 

     １ フランス革命のなか、ジャコバン派のロベスピエールはダントンらの政敵を粛清し独裁を強

化したが孤立し、断頭台で処刑される（テルミドールの反動。1794年）ことにより、恐怖政治は終

了した。その後総裁政府ができたが、ナポレオンがクーデタで総裁政府を倒し独裁を始めた。よっ

て、誤り。２ ナポレオン法典は反動的ではなく、フランス革命の成果を定着させるものであった。

ナポレオン法典は「フランス人民の法典」とよばれた。よって、誤り。３ ナポレオンはロシア遠

征に失敗し、その後1813年のライプツィヒの戦い（諸国民戦争）でパリを占領され帝位を追われて



エルバ島に流された。よって、誤り。４ イギリス・ロシア・オーストリアの第２回対仏同盟に対

しナポレオンは1800年にオーストリアを破り、また教皇との和解に成功した。さらにイギリスとも

1802年に講和を結んだ（アミアンの和約）。よって、誤り。５ 正しい。大陸封鎖令は1806年に出

された。 

 

［No. ５］ 正答 １ 

Ａは「サンフランシスコ」。メルボルンは西岸海洋性気候、ワシントンは温暖湿潤気候。Ｂは「西

岸」。地中海性気候は大陸の西岸に分布する。サンフランシスコは西岸、メルボルン・ワシントンは

東岸。Ｃは「少なく」。他の温帯気候に比べ年降水量は少ない（地中海性気候のローマは746.9mmで、

温暖湿潤気候の東京は1405.3mm）。Ｄは「乾燥し」。Ｅは「多い」。地中海性気候は、夏は高温で乾燥

し（中緯度高圧帯下になる）、冬は温暖で降水量が多い（偏西風帯に入る）。よって、１が正しい。 

 

［No. ６］ 正答 １ 

Ａは大洋州。鉄鉱石、石炭はオーストラリアからの輸入が多い。Ｂは中南米。コーヒーはブラジ

ルからの輸入が多い。Ｃはアジア。総輸入シェアが高いことから判断できる。よって、１が正しい。 

 

［No. ７］ 正答 １ 

     Ａ バロック音楽の説明である。17 世紀から 18 世紀にさかんに流行した豪華華麗な音楽で代表

的な作曲家はバッハ（ドイツ）やヘンデル（ドイツ）などがいる。Ｂ ロマン派音楽の説明である。

18 世紀末から 19 世紀前半に流行した。古典主義音楽を脱皮し、個性・意志・感情を強烈に表現し

た音楽である。代表的な作曲家として、シューベルト（オーストリア）、シューマン（ドイツ）、リ

スト（ハンガリー）、ショパン（ポーランド）などがいる。なお、古典派にはベートーヴェン（ドイ

ツ）、モーツァルト（オーストリア）などがいる。よって、１が正しい。 

 

［No. ８］ 正答 ５ 

Ａ 雨後の筍・・・物事が次々と出てくること。よって、不適。Ｂ 一日の長・・・経験、技能

などが他の人より優れていること。よって、不適。Ｃ 一炊の夢・・・人生における栄華も短くは

かないことをいい、邯鄲の夢ともいう。よって不適。Ｄ 漁夫の利・・・正しい。 Ｅ 青雲の志・・・

立身出世して高い地位に上りつめようという志。よって、不適。Ｆ 他山の石・・・自分より劣っ

ている人の行いも自分を磨く糧とすること。よって、不適。Ｇ 正しい。同様の意味を表す語とし

て「瓜田の靴」がある。したがって、Ｄ、Ｇの組み合わせを選択肢から選べばよい。よって、５が

正しい。 

 

［No. ９］ 正答 ４ 

１ 服作用⇒副作用（薬が病気を治す働き以外に身体に及ぼす影響）２ 処生術⇒処世術（世渡

りの方法）３ 最高調⇒最高潮（気分・感情などが最も高まること）４ 正しい。５ 常囚犯⇒常

習犯（同じ犯罪を何度も繰り返す者） 

 

［No. 10］ 正答 ５ 

     １ 違憲立法審査は、具体的な訴訟を通じて行われ、これまでに刑法の尊属殺重罰規定、公職選

挙法における衆議院議員の定数配分規定などが違憲判決を下されている。よって、誤り。２ 訴訟

の目的の価額が90万円を超えない場合などは、簡易裁判所（裁判所法33条）が、家事審判法で定



める家庭に関する事件の審判及び調停などは家庭裁判所（裁判所法法31条の３）が第１審の役割を

果たす。よって、誤り。３ 国民審査は最高裁判所裁判官の任命の要件ではない。最高裁判所の裁

判官についておこなわれる国民審査は、任命後に行われる（日本国憲法79条２項）。よって、誤り。

４ 下級裁判所の裁判官は、最高裁判所の指名した名簿によって内閣でこれを任命する（日本国憲

法80条１項）。また、訴訟に関する手続き、弁護士、裁判所の内部規律及び司法事務処理に関する

事項について、規則を定める権限を有する（日本国憲法 77 条１項）。よって、誤り。５ 正しい。

刑事訴訟法４編に再審の定めがある。原則として裁判の確定後にはその取消、変更は認められない

が、確定判決に重大な誤りがあったような場合には、司法の信頼を保つために、再審が認められる。 

 

［No. 11］ 正答 ２  

     １ 憲法上、社会権として生存権（25条）、教育を受ける権利（26条）、勤労権（27条）、労働三

権（28条）が認められている。全てが人権として重要であり公務員にも適用されるが、労働三権に

ついては、その職務の特殊性により、公共の福祉の立場から制限されている。例として、警察官、

消防官、刑務官などには、団結権、団体交渉権、団体行動権（争議権）すべてが認められていない。

よって、誤り。２ 正しい。情報公開法は、1999 年５月に成立、2001 年４月から施行された。中

央省庁の行政文書を対象に、原則公開を義務付けた法律で、全国に1776ヶ所の窓口がある。３ 日

本国憲法 21 条 2 項で検閲は禁止されている。よって、誤り。４ 衆議院で可決し、参議院でこれ

と異なった議決をした法律案は、直ちに衆議院の議決が国会の議決になるのではなく、衆議院にお

いて出席議員の３分の２以上の再可決があって成立する（日本国憲法59条２項）。５ 違憲立法審

査権（法令審査権）は、具体的事件を解決する限りで認められ、当然下級裁判所も具体的な事件を

解決するために必要であれば行使できる。ただし、単に法令だけを取り上げて、違憲審査をするこ

とはできない。よって、誤り。 

 

［No. 12］ 正答 ２ 

     前半では、事実として円安・ドル高、つまり円に対する需要が減り、円の価値が低くなっている

ことをあらわしている。後半では、輸出増が円に与える影響について記述されているので、前半と

分けて考える。日本の輸出が増えるとその支払いのために円が必要とされ（円に対する需要が増え）、

ドル売り・円買いが行われる。このため円高になる。よって、２が正しい。 

 

［No. 13］ 正答 １ 

     高度経済成長の基本要因は、(Ｄ)重化学工業を中心とする年々の民間設備投資の増加であった。

それが欧米からの急激な技術革新の導入をもたらし、重化学工業のみならず、軽工業も含めた関連

産業の雇用を増やした。さらに、ベトナム特需も含む輸出拡大が加わった。金融面に目をむけると、

設備投資に必要な資金の多くが、金融機関からの間接金融でまかなわれた。(Ｆ)国民の高い貯蓄率

や市中金融機関のオーバー＝ローン(貸し出し超過)をカバーした日本銀行による通貨の追加供給や

低金利政策、政府の財政投融資などもその要因である。(Ａ)労働供給面では、とくに需要の大きい

新技術に適応できる若年労働力の供給充足が大きい。その他、国民所得倍増計画による成長促進、

企業優遇税制、輸出奨励など政府による成長優先・産業保護政策、平和憲法下での少ない防衛支出、

国際競争力の強化にともなって低い水準に変わった360円レートなども要因である。 

よって、１が正しい。 

 

 



［No. 14］ 正答 ４ 

１９９８年における石炭、原油、天然ガス、ウランの生産量と埋蔵量のベスト３国を以下に示す。 

○石炭 

       生産量：中国、アメリカ、インド 

埋蔵量：アメリカ、インド、中国             よって、Ａである。 

○原油 

 生産量：サウジアラビア、アメリカ、ロシア 

       埋蔵量：サウジアラビア、イラク、アラブ首長国連邦    よって、Ｃである。 

○天然ガス 

生産量：ＣＩＳ、アメリカ、カナダ 

埋蔵量：ＣＩＳ、イラン、カタール            よって、Ｄである。 

○ウラン 

   生産量：カナダ、オーストラリア、ニジェール 

   埋蔵量：オーストラリア、カザフスタン、アメリカ     よって、Ｂである。 

よって、４が正しい。 

図Ａ 生産量も埋蔵量も中国、アメリカ、インドが上位を独占しているので石炭である。図Ｂ 生

産量の上位にカナダやニジェールがきたらウランである。図Ｃ 埋蔵量に中東の国が上位を占めて

いたら原油である。図Ｄ 中東の国が混じってきているが中東では天然ガスも産出する。特にＣＩ

Ｓが上位であったら天然ガスである。ＣＩＳは問題にもある通り旧ソ連からバルト３国を除いたも

の。したがって、図Ａは石炭、図Ｂはウラン、図Ｃは原油、図Ｄは天然ガスで４が正しい。 

 

［No. 15］ 正答 ２ 

等式①の数学的帰納法による証明である。その方法は 
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となり、①式にｎ＝ｋ＋１を代入した式と同じになる。 

したがって、イは（ｋ＋１）
３
、ウはｋ＋１、 

この証明法を数学的帰納法というのでエは帰納法。よって２が正しい。 

 

［No. 16］ 正答 ４ 

正四面体の一辺を１とするとＢＭ＝
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［No. 17］ 正答 ３ 

作用反作用の法則より、ＦA＝ＦBである。人の質量も含めたそりＡの質量をＭ､そりＢの質量をｍ

とすると、ｍ＜Ｍ(＜２ｍ)である。押し合った直後のそりＡ、Ｂの速さをそれぞれｖA､ｖBとすると、

運動量保存則より、ＭｖA＝ｍｖBであるから、ｖA＝
Ｍ

ｍⅴＢ である。よって、押し合った直後のそり

Ａ、Ｂの運動エネルギーＥA、ＥBをｖBを用いて表わすと、ＥA＝
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ｍｖB

2×
Ｍ

ｍ
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2となり、
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ｍ
＜１より）となる。そりＡ、Ｂに働く摩擦力をｆA、ｆBとすると、垂直効力はそり

Ａの方が大きいからｆA＞ｆBとなる。それぞれのそりが停止するまでにこれらの摩擦力がなした仕

事がＥA、ＥBと等しくなる。つまり、ｆA×ＬA＝ＥA、ｆB×ＬB＝ＥBとなる。ＥA＜ＥBより、 
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f
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故に、ＬA＜ＬB （∵ｆA＞ｆB） 

    となる。よって、３が正しい。 

 

［No. 18］ 正答 １ 

１ 正しい。ボーキサイトは長石類が風化することによってできる。長石類が水や二酸化炭素と

反応して、まずカオリンという物質になり、高温多雨地方ではこれがさらに分解されて、ボーキサ

イトとなる。このように、化学的風化作用でできた物質のうち、水に溶けにくいものが残り、濃集

してできた鉱床を残留鉱床という。ボーキサイトはアルミニウムの原料となる。２ ダイヤモンド

は炭素が高圧のマントル上部で結晶化し、急激に地表付近に上昇してできる。よって、誤り。３ 水

の動きがほとんどなく、酸素の乏しい海底では、微生物の遺体は完全には分解されず、バクテリア

の作用などによって炭化水素に変わり、泥と混じって堆積する。その上にさらに地層が堆積すると、

圧力や地熱の作用も手伝って、石油ができる。よって、誤り。４ 植物の遺体が地下に埋もれ、酸

素と接しなくなるとともに、圧力・地熱・バクテリアなどの作用を受けて炭化したものが石炭であ

る。よって、誤り。５ 金を含む鉱石が風化侵食され、川の流れで運ばれているうちに比重が大き

いため川底にたまったものが砂金である。よって、誤り。 

 

［No. 19］ 正答 １ 

１ 正しい。天体の自転軸と直角方向の半径を赤道半径といい、自転軸方向の半径は極半径とい

う。ふつう自転による遠心力（外側に飛び出そうとする力）の影響で赤道半径が極半径より大きく

なるので、横に膨らんだ楕円形となる。遠心力が働けばその分、重力は小さくなるので、極よりも

赤道の方が重力は小さくなる。２ 日本列島付近の地震の原因として考えられるのは、火山による

ものとプレートの衝突による断層と考えられている。日本は北米プレート、太平洋プレート、フィ

リピン海プレート、ユーラシアプレート上にある。北米プレートとユーラシアプレートの境目が糸

魚川～静岡構造線（＝フォッサマグナ）であり、伊豆半島は北米プレート、フィリピン海プレート、

ユーラシアプレートが衝突しあっている場所である。よって、誤り。３ 震源地の求め方は、縦波

であるＰ波が最初に到達してから横波であるＳ波が到達するまでの時間（＝初期微動継続時間）を



使って求める。よって、誤り。４ 密度は単位体積あたりの重さであり単位としてｇ／ｃｍ３を用

いる。地表の岩石の平均密度は2.7ｇ／ｃｍ３で、地球全体の平均密度は5.5ｇ／ｃｍ３である。した

がって内部の密度の方が大きい。よって、誤り。５ 火山ガスの大部分は水蒸気である。火砕流は

火山砕せつ物（火山灰など）と火山ガスが一段となって高速で流れ落ちるものである。火砕流は1990

年の雲仙普賢岳の噴火で有名。よって、誤り。 

 

［No. 20］ 正答 ４ 

体細胞分裂は分裂期直前に核の中身が２倍となって染色体が２倍に複製される。そして分裂が終

わると２つの細胞に分かれるので、１細胞あたりの染色体量は分裂期の２分の１となる。図中のＡ

とＢは染色体量が４つから２つに半減しており、体細胞分裂の終了した部分を表している。 

次のＣ→Ｄ→Ｅは４つ→２つ→１つと連続して半減している。これは減数分裂の過程を示してい

る。減数分裂は①体細胞分裂を繰り返す増殖期→②分裂をやめて細胞が成長する成長期→③減数分

裂を行なう成熟期の３つの過程を経る。Ｃは体細胞分裂の最後の部分であり①の増殖期を示し、Ｄ

は②の成長期に移行する部分を示し、Ｅは③の成熟期へ移行する部分を示している。この問題では

分裂をしていない細胞が持つ染色体数は２つである。Ｅの部分で染色体数が１つとなっているが、

これは最終段階の精子のことであり、染色体数が１つの卵と一緒となることによって、２つの染色

体をもつ個体の細胞を生成する。したがって、４が正しい。 

 

［No. 21］ 正答 ５ 

     周期表のア～オはそれぞれア、水素（Ｈ）、イ、ヘリウム（Ｈｅ）、ウ、炭素（Ｃ）、エ、酸素（Ｏ）、

オ、塩素（Ｃｌ）である。今、石灰石ＣａＣＯ３に塩酸ＨＣｌを加えると、 

    ＣａＣＯ３＋２ＨＣｌ→ＣａＣｌ２＋Ｈ２Ｏ＋ＣＯ２ 

と反応して、二酸化炭素ＣＯ２を発生する。 

    このように、二酸化炭素ＣＯ２を構成する元素はＣとＯである。よってウとエが該当する。 

     よって、５が正しい。 

 

［No. 22］ 正答 １ 

有機化合物は一部を除いて炭素化合物を総称して呼ばれる名前である。最も簡単な組成を持つ有

機化合物は炭素と水素のみからなる化合物であり、これらの化合物を炭化水素という。炭化水素は

つながり方によっていろいろと分類される。 

     基……分子中のある特定の原子団を基という。 

    官能基…その化合物の性質や反応性などを大きく規定する原子または基を官能基という。 

     炭化水素以外の有機化合物は、炭化水素基に官能基が結合したものである。 

    例 ＣＨ３－  －ＯＨ       ＣＨ３ＯＨ          

     メチル基   水酸基      メタノール（メチルアルコール） 

     ＣＨ３－の－はＣＨ３の余っている手だと考えればよい。その余っている手の数だけ官能基をあて 

    はめていく必要がある。 

     １ 正しい。エタノールはヒドロキシル基（水酸基）－ＯＨを持つ化合物で、酒類などに含まれ

ている。２ エーテルは－Ｏ－のエーテル結合をする。また、沸点が低く引火しやすい。よって、

誤り。 ３ ホルマリンはアルデヒド基－ＣＨＯを持つ。生物標本の防腐剤やフェノール樹脂など

の合成原料として使われる。よって、誤り。４ アセトンはケトン基－ＣＯ－を持つ。水に解け、

多くの有機化合物を溶解できる。よって、誤り。５ 酢酸はカルボキシル基－ＣＯＯＨを持つ。酢



酸は食酢をはじめ工業原料として幅広く利用され、弱酸性である。よって、誤り。 

 

［No. 23］ 正答 ２ 

     ＜全訳＞ 

     ここにほとんどすべての観察者に受け入れられるであろうイギリスについての二つの一般論があ

る。一つ目はイギリス人が芸術的な才能に恵まれていないということである。イギリス人はドイツ

人やイタリア人ほど音楽的に優れていないし､絵画や彫刻はフランスにおけるほど､イギリスにおい

ては繁栄したことはなかった。もう一つはヨーロッパ人がそうであるほど､イギリス人は知的ではな

いということである。彼らは抽象的概念に強い反感を持っており、あらゆる哲学や体系的な「世界

観」は必要ないと思っている。これは彼らが自ら主張したがるように彼らが実際的であるからでは

ない。しかしイギリス人は､考えることなしに行動するある種の力を持っているのである。また､国

家全体の最大の危機の瞬間に、突然一致団結し､種の本能、つまり決して定型化されてはいないがほ

とんどすべての人に理解される行為規準に従って行動するのである。ヒットラーがドイツ人に対し

て作り上げた「夢遊病者」という言葉は、イギリス人のほうにこそ当てはまるだろう。 

     １ 考えることなしに行動するのであり､「規則通りに行動できる」とは述べられていない。よ

って､誤り。２ 正しい。３ イギリス人は抽象的概念に強い反感を持っており､体系的な「世界観」

は必要ないと思っている。よって､誤り。４ イギリス人は独裁者が現れると「夢遊病者」のように

追従するとは述べられていない。よって､誤り。５ 「他国の芸術を受け入れる能力」については言

及されていない。よって､誤り。  

 

［No. 24］ 正答 ４ 

     ＜全訳＞ 

     猫のケイトはロンドンでいなくなり､英国航空の乗客係である飼主のスーツケースで密航した後､

3000マイル離れたモントリオールで最近再び姿をあらわした。 

     4歳になるこの黒と白の猫は､密閉された積荷室でカナダへの7時間の飛行を生き残る前に、ジョ

ンパーソンのバックに忍び込み､彼のジャケットとセーターで暖かくなるように自分自身をくるん

だ。 

     毛がぼさぼさになった猫はパーソンがモントリオールのホテルの部屋でスーツケースを空けたと

きに再び現われた。「私は本当にびっくりして、大変青ざめていたに違いない」。彼は言った。 

     １ 乗客に迷惑をかけたとは記述されていない。よって､誤り。２ 猫の飼主はスチュワード（乗

客係）であった。よって､誤り。３ 猫が飛行機の経路を変えたとは記述されていない。よって､誤

り。４ 正しい。５ 猫は無事にフライトを生き延び、モントリオールで再び現われた。よって､

誤り。 

 

［No. 25］ 正答 ５ 

     ＜全訳＞ 

     大手製薬会社の最近の調査によれば、40 歳以上の会社員の約 60 パーセントがもし風邪をひいて

も病欠の電話をしないし、37.5度の熱があっても4分の3は仕事をするだろうということである。 

     この会社は東京都市圏の320人の会社員について、彼らがかぜにどう対処するかということにつ

いて調べた。この研究は回答者の大部分は自分自身の健康より仕事に関心を持っているということ

を表している。 

     調査によれば､298人の回答者が昨年中に最低でも一回はかぜをひいたということである。このう



ちの83人は40歳かそれ以上でその60.2パーセントが働きに言ったと報告されている。この割合は

30代では31.7パーセントに20代では44.1パーセントに落ち込んでいる。 

     この調査結果を作成した会社の従業員によれば、若い社員に比べ中年層の人々はより責任ある地

位にあり、仕事からはなれて時間を取ることがより難しいのだということをこの数字は指摘してい

る。それに加えて、75.3 パーセントの回答者は「37.5 度まで」そして「40 度まで」でさえ熱があ

っても仕事をするだろう、と調査書は報告している。 

     １ 「個人主義を重視するため」などという記述はない。よって､誤り。２ 40 度の熱があって

も仕事に行くだろうといっているのは､回答者の 75.3 パーセントであり、「40 歳代以上のものの割

合」ではない。よって､誤り。３ 「回答者の大部分は自身の健康より仕事に関心を持っている」と

記述されている。よって､誤り。４ 「仕事と家庭生活との間で板挟みにあっており」などという記

述はない。よって､誤り。５ 正しい。 

 

［No. 26］ 正答 ４ 

     １ イギリス人については、「アイデンティティー」は、なによりも自然と人工を含めて、大き

な意味での「環境」によって保証され伝承されると考える」と述べられているが、日本人のアイデ

ンティティーについては明確には述べられていない。よって､誤り。２ 日本人は「人工的なものを

自然の中に融合」させるとは述べられておらず、すべてを「Scrap & Build」で更新してしまうと述

べられている。よって､誤り。３ イギリスにおける「近代化」の意味については、本文では述べら

れていない。よって､誤り。４ 正しい。５ 「歴史的な人工物を再建するとき」については記述さ

れていない。よって､誤り。 

 

［No. 27］ 正答 ２ 

     １ ＜祭り＞は「社会的規範を弱体化させる」とは述べられておらず､「逆に明確に意識」させ、

文化一般を「再活性化」させるものであると述べている。よって､誤り。２ 正しい。３ 「形骸化

してしまった文化一般を」、「反文化とも言うべき自然＝渾沌」によって、「再活性化させる」のであ

り、＜祭り＞はその一例である。したがって､筆者はこれを「過ち」と考えているわけではない。よ

って､誤り。４ 無礼講なども＜祭り＞の例と同様、形骸化･沈滞化した文化を再活性化するのに必

要なことであると考えられている。よって､誤り。５ 「既存の秩序を際立たせること」については

記述されているが､「新しい秩序を形成する動き」については述べられていない。よって､誤り。 

 

［No. 28］ 正答 ５ 

     １ 「将来、科学技術の専門知識を必要とするであろう人への教育と､そうでない人への教育と

は､大きく違っていいはずだと思う。前者の人たち向けの教育の入門的部分、やさしい部分を、後者

の人たちに行うというのは､適切ではないだろう」と述べられており、「同質の教育がなされるべき

である」とは述べられていない。よって､誤り。２ 「将来自分の職業において科学技術の専門的知

識を必須とする予定の人であろうがなかろうが、“科学を学び”､かつ“科学について”も学ぶべき

であると思う」と述べられている。よって､誤り。３ 選択肢２と同様、「“科学を学び”､かつ“科

学について”も学ぶべきである」。よって､誤り。４ 「科学を学ぶことと科学について学ぶことの

どちらを選択するか」ではなく、「二つの面のどちらにどれだけの重みを置くか、どこまで深く教え

るか､どの学校段階で教えるか」などについては将来の進路と学力などによって違いがあってもよい

と述べているのである。よって､誤り。５ 正しい。 

 



 

 

 

［No. 29］ 正答 ５ 

Ａ～Ｅを一読して、テレビ映像が持つ性質について述べられている文だということが分かる。選

択肢からＣかＡが先頭に来るわけであるが、数の多いＣから検討する。まず、３のＣ－Ｂのつなが

りである。しかし、Ｂで「こうして」「『内部』を映すことが、原理的、構造的ににがてである」

と述べられているのに、前に来るはずのＣでは、「内部」を映すことが、原理的、構造的ににがて

とする内容の記述はない。よって、３は誤り。そこで、４と５の違いは、ＤとＥ、ＡとＢの順序で

ある。まずＤとＥの順序を検討する。Ｄで「しかし、それもまた、ひとつの『表面』にしかない。」

と述べている。とすると、Ｄの前ではもう一つの表面について述べられていなければならない。Ｃ

では、ひとつの表面の具体例としてのカメラ視点から見たテレビ画面としか述べられていない。Ｅ

で、「位置を移すことによって、別の光景が映る。」と述べている。したがって、Ｄの前にＣとＥの

２つの「表面」内容が述べている文が来なければならないので、Ｃ－Ｅ－Ｄの順となる。５のＣ－

Ｅ－Ｄ－Ｂ－Ａを通読して、矛盾もない。５が正しい。 

 

［No. 30］ 正答 ５ 

問題文に「抽象的にいえば、（   ）状態が自律性である。」とあることから、（   ）には

自律性の状態が入る。１ 「他の力によらず自分の力で身を立てる」とは自立の説明であり、自律

性の状態ではない。よって、誤り。２ 「他の意思や権力の束縛から逃れる」とは独立の説明であ

り、自律性の状態ではない。よって、誤り。３ 「存在があいまいな」とあるが、問題文 10 行目

「自律性は、したがって、絶対的である。」とあり不適合である。よって、誤り。４ 「自由意思

が抑圧された」とあるが、問題文２行目「多面的自由を一貫して支えてくれるのが、自律性という

ものである。」とあり不適合である。よって、誤り。５ 正しい。「存在がそれ自体で充足している」

とあるが問題文９行目「自律性はそれ自体で価値と意味をもつ。自律性は、したがって、絶対的で

ある。」とあり、適合する。 

 

［No. 31］ 正答 ４ 

出典：更級日記 

《全訳》足柄山という山は、４、５日前から恐ろしいように暗く続いて見えていた。だんだん入

り込んでいく麓の辺りでさえ、空の様子がはっきり見えず、何ともいいようもなく茂り続いていて、

とても恐ろしい様子だ。 

麓に宿をとったところが、月も出ず暗い夜で、闇に迷うようであったが、遊女が３人どこからと

もなく現れた。50歳くらいのが１人、ほかに20くらいの人と14、15の人とであった。仮庵の前に

から傘を広げさせて据えた。供の男たちが火をともして見ると、昔「こはた」と呼ばれていた人の

孫というのが、髪はたいそう長く額髪も美しく顔にかかって、色白で、小ぎれいで、「まず相当な下

仕えなどにしてもいいだろう」などと人々は感心しているｖと、声もまったく比べもののないほど

で、空に澄み上るように上手に歌を歌う。人々はひどく感じ入って、そば近くでうち興じていると、

「西国の遊女は、なかなかこうはゆくまい」などと言うのを聞いて、「西国のなにわの辺りと比べま

すなら（とてもかないません）」と（即興で）うまく歌うのだった。見た目がまことに小ぎれいなう

えに、声までたぐいなほどに、歌って、あんなにもの恐ろしげな山中に立って行くのを、人々は名

残惜しく思ってみな泣くのだが、私の幼心には、まして悲しく、この宿を立ち去って行くことさえ



名残惜しい気持ちになった。 

１ 「都のことが懐かしく思い出され」とは、問題文に述べられていない。よって、誤り。２ 「幼

かった私には物の怪かと思われて、ただ恐ろしいばかりだった。」とあるが、筆者も美しいと思って

いた。よって、誤り。３ 「遊女が同行者の知り合い」とは、問題文に述べられていない。よって、

誤り。４ 正しい。５ 「その昔都で名を馳せたという遊女」とは、問題文に述べられていない。

よって、誤り。 

      

［No. 32］ 正答 ２ 

アからオの条件より薬剤師と公務員は２人ずついるので残りの商店主、画家、カメラマン、税理士

はそれぞれ１人ずつであることが分かる。条件オからＨが201号室、税理士が101号室、Ｂが204号

室、Ｆが104号室であることが分かる。 

 

 

 

 

次に条件イより、（Ｃ－商店主－Ｅ）もしくは、（Ｅ－商店主－Ｃ）の順になり、２階の端の部屋で

ある201号室にはＨが、204号室にはＢが入っているので、Ｃ、商店主、Ｅは１階の101号室から103

号室に入ることが分かる。また条件アよりＡは１階であるからＡは商店主で 102 号室に入り、202 号

室は薬剤師であることが分かる。 

 

 

 

 

条件ウより、（画家－Ｄ－カメラマン）もしくは、（カメラマン－Ｄ－画家）の順になり、この３人

は２階である。条件エより、公務員は画家の隣であるので条件ウにおいてＤを公務員とすると202号

室が薬剤師であることからあてはまらない。また、（公務員－画家－Ｄ－カメラマン）の順も202号室

が薬剤師であることからあてはまらない。したがって、（カメラマン－Ｄ－画家－公務員）の順に201

号室、202号室、203号室、204号室に入り、Ｈはカメラマン、Ｄは薬剤師、Ｂは公務員となる。この

段階でアルファベットで残っているＧは203号室の画家ということになる。このことから以下の2通

りが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ Ｃの職業は確定していない。よって、誤り。２ 正しい。３ Ｅの上はＨもしくはＧである。

よって、誤り。４ Ｈの隣は薬剤師である。よって、誤り。５ 税理士の隣は商店主である。よって、

誤り。 

 

Ｈ 

   税 

  Ｂ 

  Ｆ 

Ｈ 

Ｃ,Ｅ 税 

   薬  Ｂ 

Ａ  商 Ｃ,Ｅ Ｆ 

Ｈ  カ 

Ｃ  税 

Ｄ  薬 Ｇ  画 Ｂ  公 

Ａ  商 Ｅ Ｆ 

Ｈ  カ 

Ｅ  税 

Ｄ  薬 Ｇ  画 Ｂ  公 

Ａ  商 Ｃ Ｆ 



 

 

 

［No. 33］ 正答 ３ 

条件ア、イ、エより会議室に集まった順番は、Ｅ－Ａ－Ｃ－Ｂ－Ｄとなり、このうちＣ，Ｂ，Ｄの

３人は遅刻しその遅刻した時間数の合計は８分だから、Ｃの遅刻時間をＸとし、ＢとＣとの遅刻時間

の差をＹとすると 

Ｘ＋（Ｘ＋Ｙ）＋（Ｘ＋４）＝８ 

３Ｘ＋Ｙ＝４ 

この等式を満たすＸ，Ｙの値はＸ＝１，Ｙ＝１しかない。したがって、Ｃは１分、Ｂは２分、Ｄは

５分遅刻したことが分かる。条件をすべてまとめると下のような図がえられる。 

 

Ａ――――●――――――――――――――――――――――――――――――――― 

Ｂ――――――――――――――――――――――――●――――――――――――― 

Ｃ――――――――――――――――――――●――――――――――――――――― 

Ｄ―――――――――――――――――――――――――――――――――●―――― 

Ｅ―●―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

１ ＡはＥより1分遅れて着いた。よって、誤り。２ Ｂは18時２分に着いた。よって、誤り。３ 

正しい。４ ＤはＢより３分遅れて着いた。よって、誤り。５ ＥはＣより６分早く着いた。よって、

誤り。 

 

［No. 34］ 正答 ２ 

まず条件イよりＡを抜いたのはＢのみでＣを抜いたのはＤのみだからＡとＢの順位、ＣとＤの順位

は隣り合っているので自転車レースが終わった時点での順位は、（Ｂ－Ａ－Ｄ－Ｃ）もしくは（Ｄ－Ｃ

－Ｂ－Ａ）である。次に条件ウより長距離走でＤは３人のうち１人に追い抜かれた以外に順位の変動

がなかったので、自転車レースが終わった時点での順位が（Ｂ－Ａ－Ｄ－Ｃ）のとき最終順位は（Ｂ

－Ａ－Ｃ－Ｄ）となり、自転車レースが終わった時点での順位が（Ｄ－Ｃ－Ｂ－Ａ）のとき最終順位

は（Ｃ－Ｄ－Ｂ－Ａ）となる。よって、２が正しい。 

 

［No. 35］ 正答 ４ 

     問題をベン図で表すと、次のようになる。またそれぞれの範囲をＡ～Ｇの記号をつける。 

           教養      面接 

 

           Ａ     Ｂ      Ｃ 

 

                 Ｄ 

             Ｅ      Ｆ 

 

                 Ｇ 

 

                  作文 

集合時間 

18：00 17：56 

18：02 

18：01 

18：05 

17：55 



① 
② 
③ 

    この図から求める範囲は、Ｄになる。 

    ア、Ｂ＋Ｄ＝９ 

    イ、Ｄ＋Ｆ＝11   

    ウ、Ｄ＋Ｅ＝10 

    エ、Ｂ＋Ｅ＋Ｆ＝18 

    ア、イ、ウを足すと、Ｂ＋Ｄ＋Ｄ＋Ｆ＋Ｄ＋Ｅ＝30 ゆえにＢ＋Ｅ＋Ｆ＋３Ｄ＝30となる。ここで、

エと比較すると３Ｄ分だけ多いことがわかる。よって、３Ｄ＝30－18となりＤ＝４となる。 

    よって、４が正しい。 

 

［No. 36］ 正答 ２ 

     イの条件から、15日にはＡかＤが入ることになる。またアの条件を考えると、次のような３通り

に限られる。 

10 11 12 13 14 15 16 17 

     Ａ  Ａ 

   Ａ  Ａ   

 Ｄ    Ｄ   

      

また、アとウの条件をあわせて考えると、（ＣＢ○ＣＢ）になる。このことから②の場合ではできな

いことが判明する。 

    ①の場合 

10 11 12 13 14 15 16 17 

Ｃ Ｂ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ Ｄ Ａ 

    ③の場合 

10 11 12 13 14 15 16 17 

Ａ Ｄ Ａ Ｃ Ｂ Ｄ Ｃ Ｂ 

    ①と③の両方が成立することになる。よって①と③の両方に当てはまるものを推測する。 

    よって、２が正しい。 

 

［No. 37］ 正答 ４ 

     まずは滑車にＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆと名前を付ける。なお、Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅには大小の滑車が

固定されており、大小の滑車が違う動きをすることがないという点に注意する。では回転について

考えていく。ｘの回転が右回りであることから、その流れが滑車同士をつなぐ糸に伝わっていくこ

とから順々にたどっていけばよい。このことから、Ｆつまり滑車Ｙは右回りとなることから選択肢

１，２は削除となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Y 

ｘ 
Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

２

１
回転 

４

１
回転 

４

１
回転 

２

１
回転 

２

１
回転 

１回転 



 

 

次に大円と小円の直径の比率が２：１であることに注目する。箇条書きにすると、 

① Ａが１回転する→Ｂの大円は２分の１回転する。（この時、Ｂの小円も２分の１回転することに

注意すること。） 

② Ｂの小円が半回転するとＣの大円が４分の１回転すると同時にＣの小円も４分の１回転する。

その次につながるＤは小円→小円により４分の１回転し、Ｄの大円も４分の１回転する。Ｄの大円

→Ｅの小円によりＥは２分の１回転して、Ｅの大円も２分の１回転。Ｅの大円→Ｆの大円により滑

車Ｙは２分の１回転になる。 

 

［No. 38］ 正答 ３ 

     このような立体に糸を張った時の最短の長さを考える時には立体を展開して平面で考える。また、

長さは三平方の定理を用いればよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①…
2

(FG)
2

BF)(AB ++ ＝
22
56)(4 ++  

            ＝ 125  
            ＝ 55  

②…
2

(CG)
2

BC)(AB ++ ＝
2

6
2

5)(4 ++  

            ＝ 117  
            ＝ 133  

③…
2

(HG)
2

EH)(AE ++ ＝
22

45)(6 ++  

            ＝ 137  
よって、②＜①＜③となる。 

Ａ Ｄ 

Ｂ Ｃ 

Ｇ F 

Ａ 

Ｅ 

Ｈ Ｇ 

① 

② 

③ 

４cm 

６cm 

５cm 



 

 

［No. 39］ 正答 ３ 

     この問題は、下図の点線部分で山折もしくは谷折にしてＡの裏面にくるアルファベットの文字の

組み合わせを選ぶ問題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     様々な折り曲げパターンがあるが、Ａの裏面に現れるものは上図よりＢ，Ｄ，Ｅ，Ｇのみである。

ただし、選択肢ア～オにあるのはＡ－Ｄ，Ａ－Ｇの組み合わせのみであり、該当するものだけを選

ぶ。 

 

［No. 40］ 正答 ２ 

本を読むスピードは、橋本君は小山君の２倍、小山君は山田君の1.5倍であるから、橋本君は

山田君の1.5×２=３倍である。したがって、橋本君が３００ページの本を読み終えたとき、山田

君は１００ページ読んでいることになる。よって２が正しい。 

 

［No. 41］ 正答 ３ 

     １人または２人が片付けをするので、１人勝ち２人負け、２人勝ち１人負けのように、勝ち負け

が決まればよい。したがって、全確率（１）から引き分けの確率を引いた確率を求めるとよい。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

Ａ 

Ｅ 

Ａ Ｂ Ｃ 

Ｅ Ｆ Ｇ 

Ａ Ｂ Ｃ 

Ｅ Ｆ Ｇ 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ Ｂ 

Ｅ 

Ｇ 

Ｄ Ｇ Ｂ 



    ３人のジャンケンの出し方は、１人につき３通りあるので、３×３×３＝27（通り）になる。また

引き分けになる確率は 

    ３人とも同じ場合は全員がグ－、またはチョキかパーの３通り。 

    ３人とも異なる場合は３×２×１＝６（通り） 

    合計３＋６＝９（通り）で確率は
27

９
になる。 

    したがって、求める確率は１－
27

９
＝
３

２
 

    よって、３が正しい。 

 

［No. 42］ 正答 ５ 

     ア：Ａ君がこれだけ得票すれば必ず２位以上になれるというラインを求める。この時、１位と２ 

    位は同じ得票数でも良く、また、４位５位の得票も考えなくてよい。つまり、３位が得票できる最

高得票数を考えればよい。１位～３位が接戦であって、４位５位が０点ならば、高い得票数での争

いになるので、一番２位になるためには厳しい状況が作れるのである。 

     Ａ君が上位２人に入るために必要な最小得票数をＸとする。１人当たり２票×50人分投票できる

ので、全部で 100 票入ることになる。100 票のうち上位２人の最小得票数Ｘを引くと、残りの票を

３人で分けることになる。ここで、上に書いたように、４位５位は０点で考えれば、３位の点数は

最大になれるので、その時の第３位の最大得票数を100－２Ｘ と表すことができる。つまり、 

Ｘ＞100－２Ｘ を満たせばよい。 

３Ｘ＞100 これより、Ｘ＞33.333…となるが、Ｘは整数であるのでこの条件を満たすためには、34

票以上であれば当選であり、よってアには34が入る。 

 イ：Ａ君が必ず２位以上になれないラインを求める。すなわち、３位以下に必ずなるラインを考 

えればよい。つまり、１位は50得票し、残りの50票を４人で分け合うと２位になれる最低ライン

が出てくるのである。 

まず、第3位以下となるときの最大得票数をＺとすると、３～５位までの合計の最大得票数は３

Ｚとなり、残りの票は100－３Ｚである。 

このうち１位が50票取ったとき、２位は最小で（100－３Ｚ）－50＝50－３Ｚ 

つまり、Ｚ＜50－３Ｚ のとき、当選できない。 

   ４Ｚ＜50 から Ｚ≦12 となる。12票以下では当選しない。よって５が正しい。 

                        

 

［No. 43］ 正答 ３ 

速いほうの電車の時速を10ａ＋ｂ[ｋｍ]（ａとｂは1ケタの自然数）とするとａ>ｂで  

遅いほうの電車の時速は10ｂ＋ａ[ｋｍ] 

１時間走行したときは、条件により 

 １×（10ａ＋ｂ）－１×（10ｂ＋ａ）＝18 

 簡単にすると 

  ９ａ－９ｂ＝18  ∴ａ－ｂ＝２ 

したがって、２数の関係は（97、79）、（86、68）、（75、57）などである。 

このうち、1時間10分＝
6

7
時間後に速いほうの電車が始発駅から100ｋｍをわずかに超えたとこ



ろであるということから、速いほうの時速86ｋｍで 

  
6

7
×86＝

3

301
≒100.3が適する 

 この時遅いほうの時速は68ｋｍであるから、200ｋｍを走行するのにかかる時間は 

 
68

200
＝

17

50
≒2.94[時間]  ２時間56分 

よって、３が正しい。 

［No. 44］ 正答 １ 

本文の場合 1990 年の輸出入、1997 年の輸出入とも問題文中に総額が与えられているのでＡ～Ｆ

国へのそれぞれの輸出入額は（各年の輸出入合計額）×（Ａ～Ｆ各国の割合）の計算式で求めるこ

とができる。例えば、1990 年のＡ国への輸出額は、298 億円×34.5％≒102.8 億円と求まる。Ａ～

Ｆ国についても同様にその割合をかけていく。この操作を 1990 年の輸出入、1997 年の輸出入すべ

てについて適用して問題を解く。その結果を表１に示した。（問題を解く際には必要な箇所だけ計算

すれば よい。） 

表１ 

 

 

 

 

 

１ 正しい。1997 年のＡ国に対しての輸出額は表１より、242.3 である。1997 年のＡ国からの輸入

額は 121.0 である。よって、242.3÷121.0≒2.0。２ 貿易収支額＝輸出額－輸入額である。では、

1990年のＢ国との貿易収支額は表１より、100.7－52.2＝48.5、1997年のＢ国との貿易収支額は61.9

－47.5＝14.4である。よって、誤り。３ 1997年のＣ国に対しての輸出額は表１より20.5である。

1990年のＣ国に対しての輸出額は10.7である。20.5÷10.7≒1.92となり３倍以上にならない。よ

って、誤り。４ 1990 年のＦ国との貿易収支をみてみると、（輸出）9.2－（輸入）12.6＝－3.4 と

なり赤字になっている。よって、誤り。５ 1990年におけるＤ国との貿易収支は表１より57.2－39.6

＝17.6。次に、1997年におけるＤ国との貿易収支は62.7－40.5＝22.2となり両年とも黒字である。

よって、誤り。 

［No. 45］ 正答 ３ 

本問のポイントは工業品（内訳）の輸出量の算定である。例えば、1970年の金属の輸出量を求め

る場合次の計算式で行う。50×12.9％×39.0％≒2.52。すなわち、1970 年の金属は工業品 12.9％

中の39.0％ということに注意して計算しなければならない。化学、機械、繊維品、その他の各項目

についても同様である。１ 1980 年の燃料の輸出量は 100×7.8％＝7.8。1970 年の燃料の輸出量は

50×25.2％＝12.6。12.6÷7.8＝1.62 となり２倍に満たない。よって、誤り。２ 1980 年における

繊維品の輸出量は 100×34.9％×24.9％≒8.7。1980 年の全商品輸出量は 100 なので全商品の輸出

量に占める繊維品の割合は 8.7÷100＝0.087 となり１割に満たない。よって、誤り。３ 正しい。

1990 年の金属の輸出量は 150×43.2％×13.4％≒8.68。1970 年の金属の輸出量は 50×12.9％×

39.0％≒2.52。8.68÷2.52≒3.44。よって、３倍をこえている。４ 各年の１次産品の輸出量は1970

年：50×87.1％＝43.55 1980年：100×65.1％＝65.1 1990年：150×56.8％＝85.2 年々増加し

ている。よって、誤り。５ 各年の1次産品の輸出量に占める食料品の割合は1970年：
87.1

32.5
≒0.37 

（単位：億円） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 合計 

1990年
輸出額 102.8 100.7 10.7 57.2 17.3 9.2 298 

輸入額 83.8 52.2 8.4 39.6 3.4 12.6 200 

1997年
輸出額 242.3 61.9 20.5 62.7 12.7 9.8 410 

輸入額 121.0 47.5 25.0 40.5 3.5 12.5 250 



1980年：
65.1

33.3
≒0.51、1990年： 

56.8

21.1
≒0.37。 よって、1980年の1次産品の輸出量に占める

食料品の割合が一番高い。よって、誤り。 


